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研究要旨 

研究目的：本研究の目的は BPSD を軽減・予防するための介護サービスを検討することであり、 

「パーソンセンタードケア」に基づく標準的な認知症のケアの向上と確立を行うことである。 

研究方法：初年度はタクティールケアの有用性について DCM（認知症ケアマッピング）を用いて検討

する。対象は認知症の BPSD(行動心理症状)のある人を対象にする。DCM とはイギリスから導入され、

ケアマッパーが認知症の方を 5分毎に 6時間評価することで、認知症の人の行動パターンやケアの介入、

関わりを細かく評価・調査することができる方法である。 

研究結果：本研究においてタクティールケアを用いて科学的根拠を検証し、BPSD が軽減できることが

期待される。そして介護負担を軽減し、認知症の人の生活の質を向上させることが可能となる。次年度

は症例を増加させ、同時に普及啓発のための、研修体制を構築する。 

まとめ：オレンジプランなどの認知症政策において、本研究の成果が家族教室のプログラムや地域包括

ケアや認知症カフェなどの活動に有効であることを調査する。最終年度では研修や技術支援を行い、認

知症ケアの標準化と普及を行うこととする. 
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A．研究目的 

本研究の目的は BPSD を軽減・予防するための介護サービスの検討することである。介護

サービス種類の検討としては。ケアの質の評価が重要であるが、認知症ケアに特化した認

知症グループホーム、ユニットケア、小規模多機能などを中心に検討する。第二に介護サ

ービスにおけるケアの内容を検討する。タクティールケア、スピリチュアルケアなどの適

切なケアの提供を科学的根拠をもとに検討する。第三にはケアの改善のための人材育成・

教育を検討する。認知症認定看護師、認知症介護指導者などの現状を検討し、BPSD の予防・

改善に適正なケアの検討を行うこととする。 

 

 

B. 研究方法 

研究計画としては、BPSD のある認知症のある人を対象に、タクティールケアの短期的効果

と長期的効果について検討する。認知症ケアマッピングによって 5分毎に 6時間観察を行

い、その間の BPSD を観察し、WIB 値の定量化を行う。また前後で NPI を評価する。この際

BPSD のある人 30 名を対象とし、タクティールケアをするグループと日常的なケアを行う 2

つのグループに分け、ランダムコントロールスタディを行うこととする。2つのグループ間

で比較し、効果を検証する（研究デザイン図参照）。その有用性を検討し、その後研修体系

を検討し、本ケアのリーダーを養成し、認知症ケアの標準化と普及を行う。普及にあたっ

て、タクティールケアや認知症ケアの理念を市民向けにわかりやすい動画（DVD）の作成を

行う。DVD は普及啓発にも利用できるものを作成し、研究参加者の共通の理解を深めるため

のマニュアル、研修会や家族教室で利用する。 

（倫理面への配慮）本研究は人を対象とした臨床的研究である。主に観察手法で評価をす

るが、国立長寿医療研究センターの倫理・利益相反委員会に申請し、許可を得たのちに研

究を行う予定である。患者の人権に配慮し、本人または家族の同意を得て行う。 

 

C. 研究結果 

タクティールケアについて、文献検索を行い、施術後の気分や変化を分析した定性的研

究が存在したが、BPSD を軽減するデータはなく、今後の BPSD の軽減予防に関するデータは

貴重である。今後介護施設での疾患別ケアについて、分析予定である。 



 

 

 

本研究はケアや非薬物療法による

検討するものである。その成果は認知症ケアの標準化や普遍化につながる可能性がある。

E．結論

オレンジプランなどの認知症政策において、本研究の成果が家族教室のプログラムや地

域包括ケアや認知症カフェなどの活動に有効であることを調査する。最終年度では研修や

技術支援を行い、認知症ケアの標準化と普及を行うこととする。

 

F. 健康危険情報

また患者の不利益や危険が予想される場合には行わないか、または研究の途中であって

も中止する。研究に参加しない場合でも、患者さんには不利益を被らないように配慮する。
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